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　皆様新年あけましておめでとうございます。

今年もよろしくお願いいたします。


　今年の元旦は初日の出こそ見られなかったも

のの、日中はすっかり晴れて新春に相応しい日

よりとなり、新しい年に希望の持てる元旦を迎

えることができたと思いました。しかしながら

最近の状況はその希望を打

ち砕くようなオミクロン株

の流行で、この一週間で第

６派に突入したような状況

となり現実に不安の幕開け

となりました。


とは言え、新年に当たり昨

年を少し振り返りますと、

昨年も新型コロナウイルス

の流行に振り回された一年だったかと思いま

す。北海道では集中対策期間で新年を迎え、蔓

延防止措置が３回、緊急事態宣言が２回発令さ

れ、延、約４ｹ月にわたって宣言の中にあり、そ

の他の期間も何らかの対策措置の期間でした。

１０月からは北海道独自の対策期間になってい

ますが、比較的落ち着いた状況で安心かと思い

きやオミクロン株が現れ、今後に不安を感ずる

年明けとなりましたのは上に述べた通りです。

昨年はワクチンの開発に希望を託しましたが、

最近の状況はその希望を打ち砕くようなオミク

ロン株の流行となりました。


　この様な中で、教会の活動は何とか一番重要

な主日のミサや集会祭儀を行うことが出来まし

たが、それ以外の定例的な活動はもとより外部

への働きかけとなるような活動は軒並み中止と

なりました。ミサ・集会祭儀も恐る恐るの再開

で、信徒間の交流も十分には出来ず、共同体の

成長に大きな妨げとなっています。少人数での

会合は危険も少なく、制限も多くはありません

ので、小さなグループでの活

動を模索することが大切に思

います。昨年からのシノドス

への取り組みはその一つの活

動になるようにも思われま

す。


　教会の動きの中では、室蘭

ブロックの司祭の移動があげ

られます。小林神父様が、室

蘭を離れ苫小牧に移動し、後任に簑島神父様が

赴任され、ライヤ神父様との共同司牧となった

ことがあげられます。コロナの影響で十分な交

流が出来ませんが、コロナ禍明けのライヤ神父

様との共同司牧で新しい活動が出来ることを楽

しみにしております。


　今年もまだまだコロナ禍から逃れられない一

年で、新年に向けての抱負も述べられないよう

な状況ですが、コロナと共存しながらでも、教

会本来の活動をすることが出来るような新年に

なりますことを願って、新年の挨拶とさせて頂

きます。


１ ２ ３

太平洋 蘭岳 蘭岳

蘭岳 蘭岳 太平洋

楽山 白鳥 太平洋

白鳥 太平洋 楽山

太平洋

太平洋 白鳥 蘭岳

左の表は


典礼当番の地

区表です。

ミサ・集会祭儀の参
加地区は当分決めま
せん。互いに密にな
らないよう気をつけ
て自由に参加して下
さい。

2022年新年のご挨拶 

曜 午　　　前 午　　　後
1 火
2 水
3 木 入門講座　18:00
4 金 入門講座（登別教会）10:30
5 土 ミサ　10:00　掃除当番白鳥地区　運営委員会（ミサ後）
6 日 ミサ9:30　蓑島師　　典礼当番（蘭岳）
7 月
8 火
9 水
10 木 入門講座　18:00
11 金
12 土 ミサ　10:00　掃除当番白鳥地区　
13 日 集会祭儀9:30　典礼当番（蘭岳）
14 月
15 火
16 水
17 木 入門講座　18:00
18 金 入門講座（登別教会）10:30
19 土 ミサ　10:00　掃除当番白鳥地区　
20 日 ミサ9:30　典礼当番（白鳥）
21 月
22 火
23 水
24 木 入門講座　18:00
25 金 入門講座（登別教会）10:30
26 土 ミサ　10:00　掃除当番白鳥地区　
27 日 集会祭儀9:30　典礼当番（太平洋）シノドスの話し合い
28 月

2022年2月　教会行事予定表



４．議　事：


4.1	新年会について


降誕祭のパーティーは、夜半、日中ともミニパーティー（飲み物とお菓子）としたことや、最近の

コロナの感染状況から今年度も、新年会は取りやめることとした。


4.2　ミサ・集会祭儀での典礼当番について


現在ミサ・集会祭儀の参加地区を自由としているので、典礼当番も以前に戻し掃除当番と同じとし

てはどうか検討したが、やはり最近のコロナの感染状況を考慮して、３月までは現状通り継続するこ

ととした。


　　　


4.3	シノドスへの対応について


シノドスのアンケートを中心とした話し合いを１月と２月の第四主日の集会祭儀後としている。当

日のグループ分けや進行等は当日の参加者によって考えることとし、特別の事前準備はしないことと

した。


4.4	ルンバの試用状況について


山田淳さんから試用の状況の報告を受けて、今後の対応を検討し、ある程度の効果があることか

ら、取りあえずレンタルで試用を継続することとした。その後皆で実際の作業状況を確認した。


4.5	四旬節の黙想会及び共同回心式について


共同回心式は４月３日とすることとした。ミサは一回のみとし、必要な場合はホールも使用するこ

ととした。


また、黙想会は最近のコロナの状況を考慮して、簑島神父様にお願いすることとしたが、簑島神父

様は先約があり、予定がつかず、ライヤ神父様と相談の上ライヤ神父様にお願いした。黙想会も一日

で一回のみとする。


4.6	来年度の夏期学校について


　　来年度も休止せざるを得ないとのこととした。


4.7	その他


　　　・ミサ朗読の件：前もって準備（練習）すること。黙読は勿論だが音読が望ましい（司祭の勧め）


　　　　朗読の時は、聞いている人の事を想いながら朗読する（自分が聞いているとすれば）


　　　　お知らせ等で皆さんに周知する。


　　　・お子様たちへのクリスマスプレゼントの残りを一箱２００円で販売した。


・教会の掃除当番について、地区によっては出来る人が限られており、特定の方に負担が多くなっ


ているので、地区割を考えて欲しいとの提案があったが、すぐには対応できないので、３月に向

けて検討することとした。


・先月帰天された竹川様のご遺族から、故人が使用していたパソコン２台とスマホの寄贈の申し込


　みを受けたので、謹んで頂くこととし、活用を考えることとした。


５.司祭の予定

５，ライヤ神父様の予定　


　1/24　司祭月例会（Zoom）　　　　1/25　司教顧問会（Zoom）


　1/29　西胆振幼稚園園長会議　15：30〜18：00　室蘭	”きらん”


　2/11　札幌教区宣教司牧評議会（Zoom）


６．ミサ・集会祭儀の予定

1/2	ライヤ師　　1/9	集会　　1/16	ライヤ師　　1/23	集会　　1/30	ライヤ師	,

2/6		簑島師　　2/13	集会　　2/20	ライヤ師　　2/27	集会　

以上


2021年度第7回運営委員会 議事録 
2022年1月8日㈯10:45～12:10 

　議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。 
３．報　告：

　　

3.1，1.2.3月の予定


１月　１日（土）　神の母聖マリアの祭日、新年交礼会

１月　２日（日）　主の公現の祭日、ミサ（太平洋地区典礼当番）

１月　８日（土）　　ミサ後１月の運営委員会

１月　９日（日）　主の洗礼の祝日、集会祭儀（蘭岳地区典礼当番）

　　　　　　　　　　クリスマスの飾り片付け

１月１６日（日）　年間第二主日、ミサ（楽山地区典礼当番）

１月２３日（日）　年間第三主日、集会祭儀（白鳥地区典礼当番）、集会後シノドス話し合い

１月３０日（日）　年間第四主日、ミサ（太平洋地区典礼当番）、ブロック会議（東室蘭）

２月　５日（土）　　ミサ後2月の運営委員会

２月　６日（日）　年間第五主日、ミサ（蘭岳地区典礼当番）、司式：簑島神父様

　　　　　　　　　ライヤ神父様は伊達教会で司式

２月１３日（日）　年間第六主日、集会祭儀（蘭岳地区典礼当番）、例会予定日

２月２０日（日）　年間第七主日、ミサ（白鳥地区典礼当番）、

２月２７日（日）　年間第八主日、集会祭儀（太平洋地区典礼当番）、集会後シノドス話し合い

３月　２日（水）　灰の水曜日、ミサ	18:00

３月　５日（土）　　ミサ後３月の運営委員会

３月　６日（日）　四旬節第一主日、ミサ（蘭岳地区典礼当番）、ミサ後

　　　　　　　　　　四旬節の黙想会（指導司祭：ライヤ神父、ミサと講話）、午前で終了

３月１３日（日）　四旬節第二主日、集会祭儀（太平洋地区典礼当番）

３月１５日（火）　シノドス報告締切り

３月２０日（日）　四旬節第三主日、ミサ（太平洋地区典礼当番）

３月２７日（日）　四旬節第四主日、集会祭儀（楽山地区典礼当番）


3.2	シノドス情報

　　　　　特になし


3.3	財務報告（別添資料参照）

月定献金等も順調（信徒数の減少などの状況を考慮し予算を昨年度より少なく設定していることも関
係している）、支出は予算の3/4を超えているが、分担金を全額拠出しているため、この後の支出を考
慮しても特に問題は無い。

アンケートのお願い 
　2023年のシノドス開催に向けて、教皇フランシス
コから私たち信徒1人1人に質問票が届きました。 
ホールにあるメールボックスに世帯人数分を入れま
したので、お持ち帰りの上ご記入下さいますよう、
よろしくお願い申し上げます。 
　なお、シノドスについて詳しく知りたい方は、渡
り廊下に置いてある「手引書」をご覧いただくか、 
カトリック中央協議会のホームページ 
（https://www.cbcj.catholic.jp/
2021/10/14/23362/）を、ご覧下さい。 

（シノドス担当：竹原・山田）

シノドス的教会は、福音を告げながら、「ともに
旅をする」のです。この「ともに旅をする」とい
うことは、今日、みなさんの教会の中で、どのよ
うな形で起こっているでしょうか。わたしたちが
「ともに旅をする」中で成長するために、霊は、
わたしたちがどのような段階を踏むよう招いてい
るでしょうか


